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永年の歴史を紡ぐ、伝統ある学院
男女共学、主婦、社会人歓迎の開かれた学院

─ 幅広い世代の人と共に学び、卒業後は地域医療の最前線で活躍 ─

　

真
壁
医
師
会
准
看
護
学
院
は
、
平

成
27
年
５
月
に
創
立
60
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
の
半
世
紀
を
超
え
る
歴

史
の
中
で
、
既
に
２
，
２
６
７
名
の

卒
業
生
を
送
り
出
し
多
く
の
卒
業
生

が
地
域
医
療
の
担
い
手
と
し
て
活
躍

し
て
い
ま
す
。

　

当
学
院
志
願
者
を
地
域
別
に
み
る

と
、当
医
師
会
管
内
で
あ
る
筑
西
市
・

下
妻
市
・
八
千
代
町
・
桜
川
市
出

身
者
が
多
く
、
次
い
で
隣
接
す
る
結

城
市
・
坂
東
市
・
古
河
市
・
常
総

市
な
ど
の
県
西
地
域
全
般
に
及
ん
で

お
り
、つ
く
ば
市
・
水
戸
市
等
、県
南
・

県
央
地
域
か
ら
も
少
数
な
が
ら
も
毎

年
志
願
者
が
い
ま
す
。
更
に
は
県
境

に
近
い
栃
木
県
小
山
市
、真
岡
市
な

ど
、通
学
１
時
間
圏
内
で
ア
ク
セ
ス

可
能
な
各
地
域
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」

と
は
、
私
た
ち
が
生
活
を
営
む
上
で

欠
か
せ
な
い
仕
事
に
従
事
し
て
い
る

人
々
の
こ
と
を
指
し
、
医
療
・
看

護
・
福
祉
分
野
の
従
事
者
が
含
ま
れ

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
危
機
に
よ
る
経
済
収
縮
に

よ
り
、
一
般
企
業
の
求
人
に
も
大
き

な
影
響
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る

コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
。
世
の
中
の
仕
事

の
需
給
状
況
や
、
仕
事
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
状
況
下
、
需
要
が
高
ま
っ

て
い
る
職
種
が
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
と
呼
ば
れ
る
職
種
で
働
く

方
々
で
す
。
今
後
、
人
々
の
活
動
が

制
限
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
と
い

わ
れ
る
新
生
活
様
式
が
日
常
化
す
る

中
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
維
持
の
た
め
に

働
く
看
護
職
者
へ
の
ニ
ー
ズ
は
さ
ら

に
高
ま
り
、
活
躍
の
フ
ィ
ー
ル
ド
が

ま
す
ま
す
広
が
り
ま
す
。

　

当
学
院
で
は
、
幅
広
い
年
齢
層
の

皆
さ
ん
が
医
療
機
関
等
に
所
属
し
て

働
き
な
が
ら
学
び
、
卒
業
後
は
地
域

医
療
の
最
前
線
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。
是
非
と
も
当
学
院
で
学
び
、
資

格
者
と
し
て
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ

プ
を
踏
み
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
学
者
の
多
く
は
、
医
療
機
関
や

介
護
・
福
祉
系
の
施
設
を
始
め
と
し

て
、
通
学
可
能
な
範
囲
の
施
設
な
ど

に
所
属
し
、
給
与
収
入
の
他
、
奨
学

金
等
の
支
援
を
得
な
が
ら
、
学
ん
で

い
る
生
徒
が
多
数
を
占
め
ま
す
。
実

際
に
、
医
療
機
関
や
施
設
等
で
働
き

な
が
ら
学
ぶ
事
が
で
き
る
准
看
護
学

院
の
メ
リ
ッ
ト
を
、
多
く
の
生
徒
が

享
受
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

県
・
市
町
村
・
公
共
職
業
安
定
所

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
等
の
定
め
る
各

種
修
学
資
金
、
支
援
金
等
が
あ
り
、

条
件
が
合
え
ば
在
学
時
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
策
の
一
つ
と
し
て
、
こ
れ

ら
の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。

　

卒
業
後
の
進
路
は
、
所
属
す
る

病
・
医
院
等
へ
就
職
す
る
生
徒
が
約

58
％
、
正
看
等
の
看
護
学
校
へ
の
進

学
者
が
約
42
％
と
な
っ
て
お
り
、
自

分
自
身
の
将
来
像
を
見
据
え
た
そ
れ

ぞ
れ
の
進
路
選
択
を
し
て
い
ま
す
。

・
医
療
関
係
施
設
で
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
従
事
し
て
い
た
人

・�

介
護
・
福
祉
系
資
格
者
が
更
に
プ
ラ
ス
ワ
ン
の
資
格
を
求
め
て
看

護
職
資
格
を
目
指
す
人

・
保
育
園
・
幼
稚
園
教
諭
、
管
理
栄
養
士
等
の
異
業
種
か
ら
資
格
取

得
を
目
指
す
人

　

新
た
に
資
格
者
と
し
て
医
療
分
野
で
の
活
躍
を
目
指
す
、
明
確
な

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
旺
盛
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
も
っ
た
方
々
が
多

く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

社
会
人
経
験
者
の
キ
ャ
リ
ア

医
療
機
関
、
介
護
・
福
祉
施
設

に
所
属
し
て
学
ぶ

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と

し
て
看
護
の
道
を
選
ぶ
こ
と

各
種
給
付
金
等
を
活
用
し
て

経
済
的
負
担
を
軽
減

　

少
子
化
や
不
透
明
な
経
済
状
況
の

影
響
な
ど
、
社
会
の
構
造
的
要
因
も

相
俟
っ
て
、
20
代
・
30
代
・
40
代
の

幅
広
い
層
の
社
会
人
経
験
者
の
増
加

傾
向
が
顕
著
で
、
そ
の
占
有
率
は
約

74
％
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度

志
願
者
の
年
代
別
占
有
率

卒
業
後
の
進
路
（
64
回
生
）

令
和
3
年
度
志
願
者
概
況

10代
(26%)

30代
(23%) 40代以上

(28%)

20代
(23%)



医
療
現
場
で
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
に
立
ち
向
か
い
奮
闘
し
て
い
る
当
学
院
の
卒
業
生
は
、
私
た
ち
の
誇
り
で
す
。

ク
ラ
ッ
プ•

フ
ォ
ー•

ケ
ア
ラ
ー
ズ

　茨城県に於いては、准看護師検定試験（保健師助産師看護師法に基づいて行われる知事試験）は毎年１回２
月に実施されているのが通例です。その合格率は、茨城県平均で96.4％（令和２年度）と高い合格率となっ
ています。２年間の課程を、　不断の努力を怠りなく継続すれば、自ずと結果はついてきます。
　しかしながら、全員がそのハードルをクリアしているわけではありません。当学院のモットーは、一人の落伍
者も出さず全員合格を果たすこと。すべては２年間を無駄にしないために、地域医療の担い手となる金の卵を、
資格者として送り出すために、学院に蓄積されたノウハウを駆使して、結果にこだわる指導を徹底しています。

＝MJ-PRIDE ＝�准看護師検定試験
１２年連続

看護職者は、これからの時代に求められる 

エッセンシャルワーカー

essential work ∞ essential work ∞ essential work ∞ essential work ∞ essential work ∞ essential work

　私は高校卒業してから真壁医師会准看護学院に入
学してきました。入学当初は、勉強への不安や心配
事でいっぱいでした。みなさんも、勉強や家庭、今
後の生活について不安をたくさん抱えている方もい
らっしゃると思います。しかし、学院には頼れる先
生方やクラスメイトがいます。先生方はどんなとき
も優しく声をかけてくださりいつも味方でいてくれ
ます。きっと、皆さんのことも気にかけてくれます。
　私も先生方やクラスメイトにたくさん助けられま
した。この学院に入学して、知識や技術を学び成長
することが出来ました。いい事ばかりではなく、挫
折や成績が伸び悩んだ時期もありましたが最後には
64回生全員が『合格』することが出来ました。みな
さんもチャンスだと思ってチャレンジしてみてくだ
さい。� (20 代��女性）

　私たちの年度は、コロナの影響で実習が殆ど行え
ない状況の中、遠隔授業体制を整えていただき個別
授業やグループに分かれての課題学習など、こまや
かな指導のもと、いかに学べるかを考えていただき、
より深く学ぶことができました。資格試験に向けて
毎日の過去問を解くことで自分にもとてもプラスに
なりました。この取り組みも今までなかったのです
が、私にとって今までの授業の内容を振り返りなが
ら理解することができました。
　准看護師の資格を取得して、これから医療従事者
として働きます。不安がないと言ったら嘘になりま
すが、この学院で学べたことが私にとってとても良
かったと卒業して改めて感じました。自分が患者さ
んに何が出来るのか患者の心理、倫理…「考えるこ
とを諦めない。」自分なりの准看護師を目指します。
� (40 代��女性）

　コロナ禍により、新たな生活様式への変化を求められたように、当学院においても、生徒の安全・安心を
確保するための学習環境を整備し、生徒の学びへの影響を最小限にする様々な感染予防対策を講じて、国難
ともいえるこの一大事と対峙してきました。
　昨年4月に緊急事態宣言が発出された折には、県内准看護学院で唯一Web授業体制を構築し、授業を継
続して開講すると同時に、入学早々、自宅待機を余儀無くされた１年生には、オンラインでのコミュニケーショ
ン機会を設けるなど、不安を払拭するべくフォロー体制の拡充にも注力してきました。
　今年３月、コロナと１年余りに亘って闘ってきた６４回生は、全員が准看護師資格を取得し、そして全員が
進路（就職・進学）を決定し、コロナ禍を乗り越え、それぞれの看護の道へと歩みを始めました。
　４月には、６６回生４０名がこのコロナ禍の中で、ぶれない志をもって、当学院へ入学してきました。６６回
生がどのような思いで当学院からの「看護の道」を選択したのか、アンケート調査をしたところ、実に７７％
の生徒が「迷わなかった」との回答を得ました。その選択には相応の覚悟と信念をうかがい知ることができます。
　看護職者は多くの方々から期待され信頼されるエッセンシャルワーカー。
　これからの時代にますます求められるやりがいのある職業のひとつです。

〇今働いている施設で准
看護師の資格が必要だっ
たから。� （20代女性）

〇小学生の頃から、看
護師になるのが夢だった
ので、特に迷いはありま
せんでした。� （10代男性）

〇准看護師を目指し、医
療施設に就職しました。
実際に看護師さんの仕事
を間近で見て、ますます
なりたい気持ちが増し、
やりがいのある自分に
合った仕事だと強く思っ
たからです。� （20代女性）

〇コロナ禍だからこそ、
誰かのために役に立ちた
い。コロナ禍ではなかっ
たら、進む勇気がなかっ
たかもしれません。�
� （20代女性）

〇コロナウイルス蔓
延により看護師不足
というのが、以前よ
りはっきりしたため。
� （10代女性）

〇たとえコロナ禍で
あっても、看護師
になるという夢は諦
められるものではな
かったので、迷わ
ず受験しました。学
院生活や実習・就職
などに影響はあるか
もしれませんが、頑
張るしかないという
気持ちが上回りまし
た。� （20代女性）

〇将来の事を考えたら、
今しかないと思いました。
コロナ禍だからこそ、時
間がある事に気付きまし
た。仕事以外で外出も制
限されている、家で過ご
す時間が多いから何か学
べる時間があると、ポジ
ティブに考えると迷いが
ありませんでした。�
� （30代女性）

〇コロナ禍の中で、看護
師が不足しているとこの
先が不安になり、私も手
助けが出来ないかと思い、
看護の道を選びました。�
� （10代女性）

〇コロナで不安はありま
したが、一生に一度の人
生なので挑戦したい、ス
キルアップしたいという
気持ちがありました。家
族には迷惑をかけてしま
うかもという思いはあっ
たが、２年間ということ
で協力してもらうことに
なりました。� （30代女性）

〇コロナの影響で、看護
師が不足しているという
ニュースを見て、私も役
に立てたらなと思ったの
で、看護の道を選択しま
した。２年間頑張って知
識を深めて、夢や自分の
目標を達成できるように
なりたいです。早くコロ
ナが収まって、看護師不
足がなくなってほしいで
す。� （10代女性）

〇コロナ禍の中だからこ
そ、看護師が必要だと思っ
たから。� （20代女性）

〇家族に何かあった時、
助けたいと思った。また、
病院の看護助手を経験し
て、患者さんと接してい
くうちに知識を身につけ
看護師になりたいと思っ
た。� （30代女性）

〇新型コロナウイル
ス感染拡大の中、看
護師の方たちは医療
従事者として、日夜
闘う姿が凄いと思い
ました。常に緊張
感や焦燥感を抱え
ながら働くことにな
り、心身ともに苦し
い日々が続いている
と、連日のニュース
で見て、私は耐えら
れるのかと不安に感
じましたが、幼いこ
ろから憧れ続けてき
た看護の道を諦めた
くないという思いか
ら、進むことを決心
しました。（10代女性）

〇先輩からリモートで授
業をしたり、実習に行け
ないという話を聞いてい
ましたが、看護の道に迷
いはありませんでした。
職場でも感染対策委員会
や勉強会がありますが、
それだけでは知識不足で
不安なので、もっと勉強
したいと思いました。�
� （30代女性）

〇コロナ禍で医療従事者
の皆さんが、身を削って働
いているのを見て、私も力
になりたいと思った。（患
者さんと医療従事者どち
らの助けになりたかった）
将来、やはり安定した職業
だとあらためてわかった
からです。� （30代女性）

〇コロナはもちろん怖い
です。ですが、迷いの理
由にあてはまりません。
なりたいと思ったから、
看護の道を選択しました。
� （30代女性）

〇コロナ禍でも看護業務
は休む事なく続くし、少
しでも早く准看護師資格
を取りたいため、消毒な
どに特に注意しながら、
勉強したいと思いました。
� （40代男性）

〇近い場所に学院が
ある。医療に興味が
ある。仕事に活かせ
る。� 40代男性）

〇迷いはありませんでし
た。逆にコロナ禍の今だ
からこそ、看護の必要性
を強く感じました。新型
コロナウイルスという未
知の病原体に恐怖はあり
ますが、だからこそ、ウ
イルスに立ち向かうため
に正しい知識を学びたい
と思いました。�（40代男性）

〇コロナ禍で、医療現場
では看護師が不足してい
る事を知り、資格を取り
たいと思った。�（40代女性）

〇ウイルスや細菌につい
てきちんと学び、対応で
きる知識を身に付ければ、
感染を防ぐ事も出来るし、
この様な事態なので、少
しでも貢献できる人にな
りたいと思いました。�
� （40代女性）

〇看護師の仕事や患者と
関わる姿を目にし、看護
の仕事や看護師という職
業に強く興味を持ってい
ました。医療行為が出来
ることや、人の気持ちに
寄り添うことが好きなた
め、看護の道を迷わず選
択したました。�（40代女性）

〇迷いがなかった訳では
ないが、未知のウイルス
と一緒に闘い、手助けを
したいと思い看護の道を
選ぶ決心をしました。�
� （40代女性）

〇一人で生きていくため
に、ベストな選択だと思
いました。� （40代女性）

〇コロナ禍でなくても、
他にも恐ろしい病気はあ
るので、コロナ禍だから
と迷う理由はありません
でした。� （50代女性）

〇コロナで医療従事者の
方たちが大変な状況にあ
るのを知って、更に自分
も力になりたいと思った
からです。� （50代女性）

〇コロナ禍であるがゆ
えに、これからの自分
自身の未来・家族の未
来を見据えた上で、看

護の道を決めました。現
在の厳しい状況である中
でしか見出せない事や、
経験できる事があり、且
つ学院での仲間との生活・
勉強をすることで、自分
の自信にもつながり、ま
た一つ成長できると考え
ます。� （30代女性）

全国模試 2018 年度 2019 年度 2020 年度

１年次末

全国平均点数 207.6 197.3 210.4
クラス平均 214 187.8 191

学校順位
全国���74 位 /��103 校 全国���87 位 /��109 校 全国���92 位 /��103 校
県内�����3 位 /���3 校中 県内�����3 位 /���3 校中 県内�����3 位 /���3 校中

２年生
１月（最終）

全国平均点数 183.2 183.4 197.4
クラス平均 191.4 187.1 206.5

学校順位
全国���67 位 /��239 校 全国���79 位 /��234 校 全国���50 位 /��224 校
県内�����1 位 /���3 校中 県内�����1 位 /���3 校中 県内�����1 位 /���3 校中

　近年の当学院入学者の年齢層は、２０代
以上の社会人経験者が、７割を超えていま
す。学習のブランクが長い人が多数を占め
「何年ぶりかの勉強なので授業についてい
けるか心配です。」「勉強が苦手なんです。」
などの声を入学当初には聞かれます。
　過去３年間の全国模試の結果（別表１）
からも見て取れるように、当学院生は、総
体的にはスロースターターといえるかもしれ
ません。
　生徒の中には、医療機関等で働く職業人
であり、親であり、主婦でもある、二足三
足の草鞋を履いている生徒も珍しくありま
せん。家庭と学業の両立をうまくバランス

をとるのに、ある程度の時間を要するのはやむをえないことです。しかしながら、２年生になってからは、全国
模試のデータに現れているとおり、伸び方は目を見張るものがあります。少数ながら、皆と同じように取り組ん
でいても中々結果に反映されず壁にぶつかって悩む生徒がいますが、当学院伝統のひとり一人の個性を尊重し
たきめ細やかなバックアップメソッドで、最終的には全員合格を長年に亘って継続することができています。

１００１００％％    合格合格

64
回
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

◆全国模試推移（過去3年間）

essential work ∞ essential work ∞ essential work ∞ essential work ∞ essential work ∞ essential work

（別表 1）

迷いがない
77%

迷った
23%

Ｑ.コロナ禍で看護の道を選択
することに迷いはありましたか。

看護の道
『志』迷いなし
～66回生の決意～



奨学金 · 給付金を活用して資格取得へ
当学院の生徒の中でも、経済的な不安を抱える人は少なくありません。当学院ではその不安を解消し、経済的負担を
軽減する為の奨学金・給付金制度を紹介しています。実際の各種奨学金・給付金の活用例を参考にして下さい。

地元病院でヘルパー（看護助手）
として勤務中の鶴田さん（10代）

当学院まで30分程度で通える病院でヘル
パー（看護助手）として働きながら、勤務先
からの奨学金・給与収入を得ながら通学。

＊勤務先の病院からの奨学金例（病院ごとに金額は異なる）

入学時諸経費の一部、及び授業料を奨学金として給付

入学時諸経費（女性）185,000円の内、
140,000円・授業料など400,000円を
奨学金として受給

＊給与収入 月額 50,000 円～ 80,000 円程度
（施設ごとに異なる）

医療機関・介護施設で働きながら学ぶ場合
　所属する医療機関・介護施設からの奨学金制度もある為、上記の給付金・
奨学金に加えて、所属する病院あるいは介護施設からの奨学金を利用しな
がら学ぶ生徒も多数在籍しています。（条件・給付額等は所属先による）

真壁医師会
准看護学院

学費について

●授業料 年額 276,000 円
●教材費 年額 12,000 円
●実習費 年額 24,000 円
● PTA 会費 年額 48,000 円
●クラス費 · 駐車場代 年額 40,000 円

計 400,000円
※前年度参考

※前年度所得による

看護職への転職を目指し一般
企業を退職した亀田さん（40代）

長年勤務した会社を退職し、ハローワー
クに相談。当学院が厚生労働大臣指定専
門実践教育訓練講座指定の学校であるこ
とを知り、給付を受け、経済的問題をク
リアし、学業と家庭の両立に専念。

茨城県看護師等修学資金 252,000円
 専門実践教育訓練給付 196,500円
※教育訓練支援給付金   （月額）180,000円

1

3-1

3-2

茨城県看護師等修学資金 252,000円
※茨城県私立高等学校等就学支援金 276,000円
※茨城県私立高等学校等奨学給付金 129,600円

高等学校中退で独身の
徳川さん（30代）

入学前に、学院へ入学相談に行った際に、
茨城県私立高等学校等就学支援金制度
を利用できることを知り、家族の理解を
得て、念願だった看護の道への進学を決
意。

※前年度所得による

1
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茨城県看護師等修学資金 252,000円
高等職業訓練促進給付金  1,200,000円
専門実践教育訓練給付 196,500円
※教育訓練支援給付金 340,000円

子育て中のシングルマザー
喜多さん（20代）

事業所で働いていたが、将来を見据え看
護職者として地元病・医院で働くことを希
望。学業と子育てを優先し、仕事をせず
に行政所管で返済免除の給付金を活用。

※前年度所得による

1

2
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茨城県私立高等学校等就学支援金
●高等学校等を卒業していない方
●上限36ヶ月（高等学校などに在籍していた期間を除く）
●返還は不要　※支援金額は所得に応じ決定。毎年７月頃
に所得情報更新の為改めて受給資格の確認あり

年４回支給

月額　 9,900円～
　 23,000円

上記条件を満たす。
尚且つ
非課税世帯の方

茨城県私立高等
学校等奨学給付金

年１回支給

年額129,600円＋

4-1

4-2

専門実践教育訓練給付
●２年以上雇用保険の被保険者
●退職日より１年以内である
●�前回給付を受けている人は
　３年以上空ける必要がある

受講費用の50％
（上限：年間40万円）
年２回給付
※所属施設での負担の場合は申請
不可

※受講費用（入学金・授業料など）

１年次  年額196,500円
２年次  年額150,000円

上記条件を満たす。
尚且つ専門実践教育訓練
を受講する、45 歳未満の
離職者の方

教育訓練
支援給付金

雇用保険の基本手当日額の

80％支給＋

各奨学金・給付金の詳細はこちら

高等職業訓練促進給付金
●母子家庭・父子家庭の方
●児童（20歳未満）を
　扶養している

毎月支給
市町村民税　非課税世帯
月額100,000円

市町村民税　課税世帯
月額70,500円

2茨城県看護師等修学資金
卒業後、准看護師免許を取得し、茨城県内の看護師不足地域に
ある医療機関などに、看護職員としての業務に従事しようとす
る方。（看護師不足地域に５年間継続して看護業務に従事した
場合、返還は免除）

年４回支給

月額 21,000円

1
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